
米国のインフルエンザワクチンの添付文書記載状況 
 
 日本 

（季節性：インフルエンザ HA ワクチン） 
（新型：A 型インフルエンザ HA ワクチン（H1N1 株））

米国 
（季節性：ＡＦＬＵＲＩＡ等） 
（新型：Influenza A (H1N1) 2009 Monovalent Vaccine） 

同時接種関連 【用法及び用量に関連する接種上の注意】 
1.接種間隔 
 2 回接種を行う場合の接種間隔は、免疫効果を考慮

すると 4 週間おくことが望ましい。 
2.他のワクチン製剤との接種間隔 
 生ワクチンの接種を受けた者は、通常、27 日以上、

また他の不活化ワクチンの接種を受けた者は、通常、

6 日以上間隔を置いて本剤を接種すること。 

【DRUG INTERACTIONS】 
○Concurrent Use With Other Vaccines 
 There are no data to assess the concomitant administration of 
AFLURIA® with other vaccines. If AFLURIA® is to be given at the 
same time as another injectable vaccine(s), the vaccine(s) should be 
administered at different injection sites. 
AFLURIA® should not be mixed with any other vaccine in the same 
syringe or vial. 
 
（他のワクチンとの同時接種に関するデータはないが、同時投与する場

合は異なる部位に投与すること。同じシリンジ、バイアルには他のワク

チンを混合するべきでない。） 
妊婦投与関連 【接種上の注意】 

 妊婦、産婦、授乳婦等への接種 
 妊娠中の接種に関する安全性は確立していないの

で、妊婦又は妊娠している可能性のある婦人には接種

しないことを原則とし、予防接種上の有益性が危険性

を上回ると判断される場合にのみ接種すること。 

【USE IN SPECIFIC POPULATIONS】 
○Pregnancy 

Pregnancy Category C: Animal reproduction studies have not been 
conducted with AFLURIA®. It is also not known whether AFLURIA® 
can cause fetal harm when administered to a pregnant woman or can 
affect reproduction capacity. AFLURIA® should be given to a 
pregnant woman only if clearly needed. 
 
（動物繁殖毒性試験の成績は得られていない。しかし、妊婦に投与した

場合、致死的な影響や出産に影響するという情報はない。妊婦へ使用は、

必要性が明らかな場合にのみとするべきである。） 
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